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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の単位電池を直列に接続した状態で収納するとともに、収納した単位電池の正極ま
たは負極にそれぞれ接続される出力端子を有するケースと、前記出力端子と前記単位電池
の正極又は負極間に直列に接続された接点と、を備えた電池モジュールを複数個直列に接
続して前記電池モジュール複数個分の電圧を得る電源システムにおいて、
　前記電池モジュールのそれぞれに前記接点をオン／オフする手段を設け、複数の前記電
池モジュールを直列接続した状態で、複数の前記電池モジュールの接点を個別にオン／オ
フできるようにしたことを特徴とする電源システム。
【請求項２】
　請求項１記載の電源システムにおいて、
　前記接点をオン／オフする手段は、開閉する接点と、該接点との接続部に絶縁物を備え
、前記接点の開閉を行うネジとからなることを特徴とする電源システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池の直流電力により電動機等を駆動するインバータ装置に係り、特に二次
電池を複数個直列接続して高電圧を得る際に、電源システムを安全に構築する方法に関す
る。
【背景技術】
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【０００２】
　自動車や鉄道車両の分野では、二次電池を電源としてインバータ装置により誘導電動機
を駆動するシステムの開発が進められており、低燃費、低排気ガス、低騒音といった環境
にやさしいシステムを構築できるようになった。
【０００３】
　一方、上記システムに用いられる電池においては大容量化が図られ、電池モジュールと
しては出力電圧が１７０Ｖ程度のものも開発されている。自動車分野においてはこのよう
な電池モジュールを２個直列接続して用いており、また、鉄道車両においては同電池モジ
ュールを４個直列接続している例もある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電池はコンデンサと異なり完全に放電した状態にすることができない。特にニッケル水
素やリチウムイオン等の二次電池では過放電が電池の劣化を促進する。このため、上記従
来例のように４個直列接続すると合計電圧は約７００Ｖにもなり、作業を慎重に行わない
と感電する恐れがあった。
【０００５】
　本発明の目的は、電池をシステムに組み込む場合に安全且つ迅速に作業を行うことので
きる出力開放手段を備えた電池モジュールを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る電池モジュールでは、電池モジュールに内蔵さ
れた電池とモジュールケースに設けられた出力端子の間に電池出力をオン／オフするため
の接点とこの接点を開閉する手段を備えた。
【０００７】
　すなわち、本発明は、複数の単位電池を直列に接続した状態で収納するとともに、収納
した単位電池の正極または負極にそれぞれ接続される出力端子を有するケースと、前記出
力端子と前記単位電池の正極又は負極間に直列に接続された接点と、を備えた電池モジュ
ールを複数個直列に接続して前記電池モジュール複数個分の電圧を得る電源システムにお
いて、前記電池モジュールのそれぞれに前記接点をオン／オフする手段を設け、複数の前
記電池モジュールを直列接続した状態で、複数の前記電池モジュールの接点を個別にオン
／オフできるようにした電源システムである。
【０００８】
　また、本発明は、前記接点をオン／オフする手段は、開閉する接点と、該接点との接続
部に絶縁物を備え、前記接点の開閉を行うネジとからなる電源システムである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、電池モジュール自体に電池出力開放手段を設けたため、電池モジュー
ルをシステムに組み込む際に感電事故を発生させず且つ作業を迅速に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明を実施するための最良の形態を説明する。
　以下、本発明の電池モジュールの実施例について、図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００１１】
　実施例１を説明する。図１に本実施例の電池モジュールの回路構成を示す。電池モジュ
ールのケース１の内部に単位電池２１，２２～２ｎを配置し、これらを直列に接続する。
また、同様にケース１の内部に接点５を配置し、単位電池２１の正極と接点５の一方の端
子を接続する。
【００１２】
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　一方、ケース１の外部に正極出力端子３と負極出力端子４をそれぞれ配置し、正極出力
端子３と前記接点５の他方の端子、負極出力端子４と単位電池２ｎの負極を接続する。更
に、ネジ６と絶縁物７から成る接点操作部を、ケース１を貫通させて接点５と垂直な位置
に配置する。
【００１３】
　上記構成の電池モジュールの外観を図２に示す。ケース１を直方体として、その一方の
単面に正極出力端子３、負極出力端子４を配置し、この正極出力端子３、負極出力端子４
間にネジ６を配置する。
【００１４】
　上記本実施例の電池モジュール４個を直列接続する例を図３に示す。図３は電池モジュ
ール４個を横方向に並べて接続する場合であるが、以下の手順で作業を行う。
（１）まず各電池モジュールのネジ６，６１，６２，６３をゆるめて電池の出力を開放す
る。
（２）次に配線８１，８２，８３により各電池モジュールの正極と負極を接続する。
（３）最後に各電池モジュールのネジ６，６１，６２，６３をしめて電池の出力を各出力
端子に出力する。
【００１５】
　このように、本実施例によれば、直列接続作業中に接触する恐れのある出力端子に電池
の出力が印加されていないため、電池モジュールの組み込み作業を安全且つ迅速に行うこ
とができる。
【実施例２】
【００１６】
　実施例２を説明する。図４及び図５に本発明の他の実施例を示す。本実施例では電池出
力をオン／オフする手段として一般的なＦＦＢスイッチ９を設けた。
【００１７】
　図４及び図５に本実施例の電池モジュールの構成を示す。ここで、図１及び図２と同符
号は同意味のため説明を省略する。図４においてＦＦＢスイッチ９の一方の端子に単位電
池２１の正極を接続し、ＦＦＢスイッチ９の他方の端子に正極出力端子３を接続する。以
下は前記図１の説明と同様である。本ＦＦＢスイッチ９は、図５に示すようにケース１の
正極出力端子３及び負極出力端子４間に配置する。
【００１８】
　本実施例によれば、前記実施例と同様に電池モジュール組み込み作業を安全且つ迅速に
行うことができると共に、ＦＦＢスイッチが備える過電流検知機能により電池の過充電、
過放電による劣化も防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施例１の電池モジュールの構成を示す図。
【図２】実施例１の電池モジュールの外観を示す図。
【図３】実施例１の電池モジュールによる電池システム構成例。
【図４】実施例２の電池モジュールの構成を示す図。
【図５】実施例２の電池モジュールの外観を示す図。
【符号の説明】
【００２０】
　１，１１，１２，１３・・・電池モジュールのケース
　２１，２２，２ｎ・・・単位電池
　３，３１，３２，３３・・・正極出力端子
　４，４１，４２，４３・・・負極出力端子
　５・・・接点
　６，６１，６２，６３・・・ネジ
　７・・・絶縁物
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　８１，８２，８３・・・配線
　９・・・ＦＦＢスイッチ

【図１】 【図２】

【図３】
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